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１．研究目的 
1995年より現在まで実施展開されてきた「カンボジアボランティアプロジェクト」の実践経緯
を整理し、参加学生（卒業生、のべ２３０名）への教育成果を調査検証する。よって、国際支援
教育実践への今後の展開課題と本学での役割期待等について考察を試みるものである。 
２．研究方法 
１）平成 27年度の渡航実踏調査実績 
  ①平成 27年 9月 24日－9月 27日 
  ②平成 27年 12月 15日－12月 21日  （個人研究費Ⅰより拠出） 
  ③平成 28年 3月  1日－ 3月 4日 
２）経緯 
1995年当時の社会的動向およびニーズの一端に、民主化されつつあるカンボジアへの国際支援
が多方面から展開された。 
 大正大学も同窓会が中心となり、カンボジア教育再建を意図した「学校建設支援」への資金提
供を行った。その対象地はアンコールワット観光の拠点地シェムリアップ市郊外の農村コミュニ
ティに「大正小学校」を建設することとなった。 
 この期には、「国際貢献活動」「国際ボランティア」「国際支援学修」といった新たな領域が
注目され、文科省も重点助成を行った。本学も文科省より助成を受け、学生（ボランティア）を
募り「大正小学校」建設支援のためのボランティア派遣を始動した。 
 以来 20 年間（カンボジア国内政変の為、実施中止年あり）に渡り、校舎・校地メンテナンス、
子ども達への学習支援、近隣コミュニティの生活環境調査等を積み重ねている。この間 16回にわ
たる実施への参加学生（既卒者）はのべ 230名を超えており、「カンボジアボランティアプロジ
ェクト」に参加しカンボジアで学修し得た国際支援教育実践の成果は多大なものであると確証で
きよう。 
２）今期研究課題 
今期、本研究は「カンボジアボランティアプロジェクト」20周年の節目を迎えることを意識し
つつ、実際に 3度（本研究助成で 2回・個人研究費で 1回）その大枠はつぎのとおりとした。 
3 度の実踏調査では、現地関係者（シェムリアップ州教育局・観光局。在日本人会等）の聴き
取りを中心に以下の申請時に掲げた課題について調査考察をおこなった。 
①  18年間の実践経過の整理検証。（初期の学内状況等も含む） 
②  現地の状況変化への検証考察。（シェムリアップ州の状況と「大正小学校」への期待） 
③  「カンボジアボランティアプロジェクト」への現地および学生ニーズの測定。 
④  過去参加学生（のべ 230名―既卒者）への調査を実施。その教育的成果を検証する。 
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⑤  国際支援教育実践の総体的現状分析を行い、大正大学での特殊性を明らかにする。 
⑥  人間環境学の視点からコミュニティへのアプローチをみいだす。 
⑦  国際支援教育実践の展開課題とその可能性等について再考する。 
⑧  大正大学での国際支援教育実践にかかわる「学修プログラム」を考察提示したい。 
－①・⑤・⑥・⑦－ 
カンボジア・シェムリアップ州に大正大学同窓会が資金を拠出し、学校建設支援に至る経
緯を検証した。→ 民主化されたカンボジアへの諸外国からの支援が展開されるなか、日本
の各種団体も教育支援の一環として学校建設支援をおこない、カンボジア各地に３００校舎
をこえる校舎寄贈がなされた。そうしたなか、大正大学同窓会は大学設立宗派である天台宗
の国際貢献プログラムとリンクし校舎一棟（300万円）をシェムリアップ州（世界遺産アンコ
ールワットの地）に建設寄贈した。 
その時からの実績が認められ、「ＴＡＩＳＨＯ ＳＣＨＯＯＬ」（Google Map にも明記さ
れている）の名称を冠としている。現状においても、シェムリアップ州教育局・現地日本人
関係団体、当該コミュニティもその教育支援活動を賞賛している。 
   学校の現況は、4校舎 13教室で小学生 490名・中学生 186名・教員 12名で二部方式で授
業展開しており、日本人ボランティアの指導による日本語教室も併設している。 
    近隣コミュニティの教育意識が高まっていることと、本学関係者からの寄贈による電気の導
入により施設設備が改善する兆しが確認され、加えて、大正大学を中心とした日本からの諸支
援および実践の積み重ねが、現地の教育ニーズと結びつきその評判も高く、年々修学希望者も
増加している。今後もその傾向は更に高まると現地では予想している。 
 
－②・③・④・⑥・⑧－ 
同プロジェクトへの現地評価は上記のとおりである。近年になってニーズに変化が生じて
きた。それは、以前だとニーズへの対応のすべてを係わる側に委ねていたが、現地教員（新
任中学校長）のマネジメント力とコミュニティ（特にこどもの家族）を学校の運営に関心を
持たせるための方策を展開しようと志向している。 
今回の訪問時には日本のＰＴＡの活動をモデルに議論研修をおこなった。 
また、このプロジェクトへの参加ニーズを持つ本学学生は、その経済状況の変化と連携し
参加希望度は一時より低くなり、12名程度のエントリーとなっている。 
初回の頃は、文科省からの補助金（国際ボランティア実施にかかわる）も受け、24 名の学
生スタッフと大所帯で展開し、参加学生も全学部大学院からの学生部が窓口となり学生応募、
事前事後研修を実施していた。第 7 回以降は、落合の企画実施のもとで学科学生に限り集ま
り、自主的に研修を行い完全自己負担でプロジェクトを展開している。在学生の中からは、
他学科をも含めて問い合わせを受けている。ちなみに、平成 27 年 10 月に人間環境学科在籍
の学生に、授業時に応募希望者をはかったところ、1・２年生で４５％の学生が在学中にカン
ボジアプロジェクトへの参加意向を示しているが、費用的な点でその比率は低下して、年 12
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名程度の参加希望に収まっていると理解している。 
ゼミ教育に位置づけることを試みたが、時間的経済的面から難しい。さらに、履修単位化
が望ましいが、現行のカリキュラムでフィールドワークに位置づけいくつかのハードルを関
係諸課と協議を重ね実現化への努力を重ねたい。 
過去参加学生（のべ 230名―既卒者）への調査を実施。その教育的成果を検証する。 
平成 27 年 12 月末に過去参加学生（既卒者）4 名との聴きとりを実施し、参加報告レポート
と記録写真を中心に振り返りの時間を持つことができた。4名からはカンボジアでの経験がそ
の後の社会生活に有益な体験であったこと。教育的成果は十二分に得られたこと。今になっ
て、家族を連れて再度訪れることを熱望している。等の意見を得ている。 
３．研究成果と公表 
⑨  大正大学での国際支援教育実践にかかわる「学修プログラム」を考察提示したい。 
 「カンボジア大正小学校」を中心とした国際支援教育実践の成果検証と展開課題を基軸にして 
今後の展開を予想すると、難問が算出する。とりわけ運営経費の支援をどこまで行うことができ
るかが、継続的課題とされている。支援の継続をどこまで担保できるかが鍵となろう。 
 今回の実踏考察から、国際支援教育実践は「支援」から「投資」へとパラダイムの転換を迫ら
れていることが確認できた。現に「カンボジア大正学校」への支援は、本学および本学関係者の
枠を大きくはずれ、本学関係者の知る公益団体や個人と広がり結ばれつつある。その支援への内
情を聴き取ると、「支援」ではなく「どうのようにカンボジア大正小学校を自らの生活との接点を
持たせるか」といった想いが内在している。この想いは日常の学修から自らへの「投資」に繋が
る。 
 カンボジアの国レベルでの教育政策は遅々たる展開にあるが、市民の教育ニーズは急速な高ま
りにある。かといって、先進国のような私的教育の発展展開は未だ望めない。その背景を受けて、
係わる側のネットワーク化組織化が急務とされてくる。そうした背景を受けて稼働できる人材を
育成できうる要素を「カンボジアプロジェクトと係わる学修プログラム」として再構築すること
できよう。 
 そのプログラムは本学での学生の国際化プログラムに位置づけることができうる積み重ねと周
囲の理解といった、一つの財産になりつつあることを報告とする。あとは、さらなる積み重ねを
続けるかが問われていよう。 
 
公表 
・ 「カンボジア 大正学校をみつめて」  ＢＳＲ通信 第 21号 平成 27年 12月 
・ 「現代環境文化論考Ⅱ－カンボジア環境コミュニティの文化―」（仮題） 
         大正大学人間環境論集  第 4号  平成 29年 3月 予定 
＊今期現地実踏研究を展開するにシェムリアップ「伝統の森」主宰 森本喜久男氏の指導助言へ
の感謝の想いを付記する。 
 
